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機能追加 
 他社製システム(素材管理、送出サーバーなど)との互換性を持つ MXF クリップを出力するために、MXF エ

クスポーターでのプロファイル選択をサポート。 

 ソースとしてXAVC v2.0 8K ファイルをサポート。 

 MP3 オーディオファイルへのトランスコードをサポート。 

 MOVファイル及びMP4ファイルのロード、トランスコードにおいて sRGB, DCI P3, P3-D65 カラースペー

スの保持をサポート。 

 以下の P3カラースペースを持つクリップの読み込みをサポート。 

- P3-D65/sRGB 

- P3-D65/HLG 

- P3-D65/PQ 

 

更新履歴 
本バージョンにて以下の不具合を修正・改善しました。 

 カラースペースがDCI-P3である MOVもしくはMP4クリップをソースとして読み込むと色域がBT.709と誤

認識される。 

 

制限事項
Windows Media Video ファイルをソースとして使用する場合 

XRE Transcoder をインストールするコンピューターのOSがWindows Server OSの場合は、デスクトップ エク

スペリエンスをインストールしてください。 

1) [スタート] > [管理ツール] > [サーバーマネージャ] を選択します。 

2) サーバー マネージャー の詳細ウィンドウの [機能の概要] で [機能の追加] をクリックします。 

3) 機能の追加ウィザードが起動します。[機能] 一覧で、[デスクトップ エクスペリエンス] を選択し、[インス

トール] をクリックします。 

 

QuickTime for Windows のアンインストールによる対応フォーマットの制限 

QuickTime for Windows をアンインストールした場合は、下記フォーマットのファイルが取り扱えなくなります。 

静止画： Flash Pix, JPEG2000, Mac Pict, QuickTime Image 

動画 (MOV)： 3GP, 3G2, M4V および他のコーデックのMOVファイル 

音声： MOV (Linear PCM, AACを除く), QuickTime Audio 

これらのファイルを取り扱う必要がある場合は、EDIUSWORLD.COM FAQ ページをご覧の上、QuickTime 

Essentialsをインストールしてください。

1) XRE Transcoderのプラグインの設定を開きます。

2) QuickTime項を開き、「QuickTime インポーターを有効にする」にチェックを付けます。

3) [OK] ボタンをクリックします。

4) XRE AdminConsole を開き、Plug-inアイコンをダブルクリックします。

5) QuickTime項を開き、「QuickTime インポーターを有効にする」にチェックを付けます。

6) [OK] ボタンをクリックします。

  

 

http://www.ediusworld.com/jp/support/faq/cat120/cat2_769.html

